






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Nα 地域 商人名 所在地 備　考 数
1 町田屋栄助 浅草今戸 竹木炭薪問屋（川辺問屋） 92
2 藤田屋喜助 浅草今戸 竹木炭薪問屋（川辺問屋） 87







町田屋太助 深川東平野町 竹木炭薪問屋（川辺問屋） 19
5 町田屋歌助 深川亥ノ掘 板材木問屋・熊野問屋組合 8
6 町田屋治兵衛 浅草山之宿町
1
7 近江屋伊三郎 築地南飯田町 板材木問屋・熊野問屋組合 1
8 堺屋七五郎 本所菊川町 竹木炭薪問屋
7
9 葛西屋伊三郎 本所五ッ目 竹木炭薪問屋
1













































20 利倉屋長左衛門 浅草新鳥越 材木仲買力 1
21 越前屋定七 浅草 材木仲買力
1
22 木屋新次郎 浅草橋場 竹木炭薪問屋
2
23 伊勢屋新兵衛 浅草橋場町 竹木炭薪問屋 4
24 万屋長右衛門 千住小塚原 竹木炭薪問屋
1
25 堺屋藤右衛門 千住大橋際 炭薪仲買（筏宿） 30





28 堺屋市右衛門 千住大橋際 5





32 金子重助 飯能南入口 6
33 麻屋伊八 飯能
8
34 堺屋又右衛門 飯能
6
35
飯
能
そ
の
他
植野屋乙五郎 戸田川岸
2
36 豊田屋金兵衛 1
37 日高屋伊三郎
1
38 下総屋重五郎
1
39 材木屋佐九右衛門 釘無
3
合　　計 468
注）町田家文書中「仕切状」・「水揚状」などより作成。
　　所在地は印の肩書きによる。
　　備考の問屋名にっいては、「江戸商人名前一覧」（『三井文庫論叢』第6号、1972年）を使用。
　　（）内にっいては筆者による。
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ま
ず
、
こ
・
で
江
戸
材
木
塵
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
．
撃
江
戸
材
木
問
屋
は
・
大
き
く
分
け
る
と
・
①
深
川
木
場
材
木
問
屋
②
板
材
木
問
屋
．
熊
野
問
屋
組
合
③
川
辺
問
屋
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
①
と
②
は
主
に
「
下
り
荷
」
（
公
用
材
）
を
扱
う
問
屋
で
、
③
は
関
東
の
奥
筋
か
ら
の
材
木
・
炭
薪
な
ど
の
「
地
廻
り
荷
」
（
民
間
材
）
を
扱
う
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
町
田
家
の
出
店
は
、
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
五
軒
あ
っ
た
（
図
1
参
照
）
。
町
田
家
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
に
川
辺
一
番
組
古
問
屋
株
を
取
得
し
、
浅
草
今
戸
町
に
町
田
屋
栄
助
店
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
出
店
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
七
代
目
浦
之
助
の
娘
婿
で
あ
る
藤
田
屋
喜
助
は
店
を
譲
り
受
け
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
に
藤
田
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
は
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
つ
い
で
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
は
、
町
田
家
に
と
っ
て
三
軒
目
の
出
店
の
安
助
店
が
深
川
冬
水
町
に
開
か
れ
縛
ま
た
・
天
保
期
に
は
・
深
川
東
平
野
町
に
町
田
昊
助
店
と
後
で
紹
介
す
る
町
田
屋
歌
助
店
が
開
か
れ
て
い
壌
そ
の
外
に
、
炭
を
忠
に
扱
・
て
い
た
浅
草
山
・
宿
町
に
町
田
屋
治
兵
衛
店
と
い
う
店
が
あ
・
た
よ
う
で
あ
華
仕
切
状
の
残
存
数
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
自
家
の
出
店
と
の
取
引
は
、
町
田
家
の
取
引
上
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
、
町
田
家
の
出
店
以
外
の
江
戸
で
の
取
引
先
は
、
場
所
的
に
見
る
と
本
所
、
深
川
、
浅
草
の
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
取
引
先
は
、
江
戸
地
廻
り
の
荷
物
を
扱
う
川
辺
問
屋
で
あ
る
。
中
に
は
、
板
材
木
問
屋
・
熊
野
問
屋
組
合
と
川
辺
問
屋
の
両
株
を
持
っ
て
い
る
晦
1
1
の
大
坂
屋
庄
三
郎
や
恥
1
7
の
上
総
屋
清
右
衛
門
、
ま
た
晦
1
8
の
山
本
屋
半
兵
衛
の
よ
う
な
下
り
荷
を
扱
う
深
川
木
場
材
木
問
屋
と
の
取
引
も
み
ら
れ
る
。
　
第
二
に
千
住
と
の
取
引
を
み
て
お
く
。
こ
こ
に
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
万
屋
・
堺
屋
・
熊
野
屋
は
筏
宿
を
営
ん
で
い
た
。
千
住
の
筏
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
は
、
江
戸
材
木
問
屋
ま
で
の
筏
の
廻
送
を
受
け
持
っ
て
い
た
。
材
木
は
、
山
方
－
問
屋
－
仲
買
－
消
費
者
と
い
う
経
路
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
問
屋
を
通
さ
ず
に
仲
買
が
山
方
と
取
引
す
る
「
出
買
」
や
、
問
屋
が
仲
買
を
通
さ
ず
に
消
費
者
と
直
接
取
引
す
る
「
出
売
」
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
千
住
の
筏
宿
と
山
方
と
の
直
接
取
引
は
た
び
た
び
問
題
と
な
っ
て
い
華
こ
の
表
か
ら
町
336
商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引
町田家略系図図1
七
代
　
浦
之
助
（
8
5
）
　
　
元
文
3
～
文
政
5
没
て
る
し
　
げ
九
代っ　　1 栄 く
る　　　・
ｶ　i
﨟v
､
寒
次
水
郎
9
遍
饗
没
め
分
i
十
た
か
．
八
代
勝
次
郎
【
栄
助
】
（
6
4
）
　
宝
暦
9
～
天
保
9
没
【栄助店】
き
や
二
代
目
　
栄
助
代
　
安
次
郎
【
安
助
・
安
之
助
】
　
　
文
化
4
～
明
治
2
3
没
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）
　
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
文
政
1
1
～
天
保
9
江
戸
在
住
（
安
助
）
嘉
永
6
～
明
治
2
3
東
京
在
住
（
安
重
郎
）
家
　
　
　
　
　
　
　
二
代
目
　
軍
蔵
（
4
7
）
　
　
　
軍
蔵
（
5
3
）
　
　
文
化
1
2
～
文
久
元
没
　
　
　
天
保
1
3
～
明
治
2
7
没 十
一
代
　
瀧
之
助
【
俊
三
郎
】
（
5
3
）
　
　
天
保
5
～
明
治
1
9
没
き
み
藤
　喜代
文助目
久
3
没
【藤田屋】
　T””　1　
歌i栄
助i助
三
代
目
　
喜
助
…
　
　
安
敢
5
没
妻
【歌助店】た
け
（
瀧
之
助
の
妻
）
．
本
次
郎
（
二
代
目
安
助
力
）
ま
ん
（
二
代
目
安
助
妻
）
鈴
三
郎
注）名主町田家系図（山中清孝『近世武州名栗村の構造』
　　218頁）をもとに、過去帳・町田氏系図等により作成。
　　（　）内は死亡時の年齢。
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田
家
と
千
住
の
筏
宿
の
間
で
は
取
引
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
規
定
は
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
　
第
三
は
、
飯
能
．
釘
無
な
ど
上
名
栗
村
と
近
い
地
域
と
の
取
引
で
あ
る
。
町
田
家
は
、
炭
に
つ
い
て
は
江
戸
よ
り
も
飯
能
で
の
取
引
を
中
心
と
し
て
い
た
・
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
鍾
表
に
よ
り
材
木
の
取
引
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
発
ま
た
・
川
越
の
商
人
と
の
取
引
も
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
以
上
、
町
田
家
の
取
引
先
と
し
て
は
、
ま
ず
江
戸
、
そ
し
て
自
家
の
店
が
最
も
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
も
町
田
家
の
材
木
商
売
は
、
自
家
の
店
と
の
取
引
を
中
心
と
し
て
、
生
産
－
搬
出
－
販
売
（
途
中
ま
で
）
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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二
　
西
川
材
取
引
の
実
際
－
町
田
屋
歌
助
店
と
の
取
引
を
事
例
と
し
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
町
田
屋
歌
助
店
に
つ
い
て
　
ま
ず
、
町
田
屋
歌
助
店
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
　
町
田
屋
歌
助
と
い
う
人
物
は
、
二
代
目
町
田
屋
栄
助
の
次
男
で
あ
る
（
図
1
参
照
）
。
歌
助
店
は
、
天
保
期
に
は
深
川
亥
ノ
堀
（
大
横
川
）
の
辺
り
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
次
に
、
出
店
時
期
や
そ
の
経
緯
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
史
料
を
紹
介
し
て
お
　
（
1
8
）
こ
う
。
　
次
の
史
料
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
八
月
に
、
今
戸
の
栄
助
か
ら
上
名
栗
村
（
本
家
）
の
栄
次
郎
に
出
さ
れ
た
書
状
の
一
節
で
あ
る
。
商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引
　
　
（
前
略
）
　
　
尚
又
此
節
安
助
様
御
世
話
ヲ
以
亥
ノ
堀
江
置
借
受
、
売
場
差
出
し
候
積
二
御
座
候
、
尤
此
段
御
窺
申
上
候
間
可
仕
候
処
、
洲
俊
之
沙
　
　
汰
も
御
座
候
故
右
用
意
二
相
初
メ
置
度
奉
存
候
、
右
二
付
安
助
様
種
々
御
深
切
二
御
世
話
被
成
下
難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
先
者
右
申
　
　
上
度
早
々
如
斯
御
座
候
、
已
上
（
後
略
）
　
す
な
わ
ち
、
こ
の
度
は
安
助
様
の
世
話
で
亥
ノ
堀
に
置
場
を
借
り
う
け
て
売
場
を
出
す
手
筈
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
そ
ち
ら
（
名
栗
本
家
）
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
出
し
て
も
良
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
洲
凌
の
指
示
も
あ
る
た
め
、
そ
の
用
意
か
ら
は
じ
め
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
安
助
様
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
有
り
難
く
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
以
上
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
書
状
は
、
栄
助
が
新
た
に
亥
ノ
堀
に
売
場
を
出
す
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
新
た
に
出
さ
れ
た
売
場
と
い
う
の
が
歌
助
店
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
天
保
四
年
が
歌
助
店
の
出
店
時
期
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
店
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
浅
草
今
戸
町
の
町
田
屋
栄
助
店
が
深
川
に
支
店
を
出
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
新
た
に
店
を
出
す
の
に
は
本
家
の
承
諾
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
町
田
家
の
深
川
の
出
店
で
あ
る
吉
永
町
の
安
助
の
手
蔓
で
置
場
を
借
り
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
　
歌
助
が
開
業
し
て
い
た
の
は
、
板
材
木
問
屋
・
熊
野
問
屋
組
合
の
店
で
あ
っ
た
。
板
材
木
問
屋
．
熊
野
問
屋
組
合
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
難
破
船
の
流
材
処
理
の
た
め
に
協
力
し
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
板
材
木
問
屋
と
熊
野
問
屋
が
連
合
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
麺
・
板
材
木
問
屋
は
駿
府
゜
遠
江
三
河
・
尾
張
方
面
か
ら
の
角
材
・
板
・
貫
な
ど
を
扱
う
・
」
と
か
ら
そ
の
名
で
呼
ば
れ
、
熊
野
問
屋
は
、
大
和
北
山
郷
・
十
津
川
郷
で
生
産
さ
れ
熊
野
新
宮
か
ら
回
漕
さ
れ
た
材
を
扱
う
問
屋
と
し
て
発
生
し
た
と
い
う
。
い
ず
れ
339
も
主
に
「
下
り
荷
」
を
扱
う
問
屋
で
あ
っ
た
。
歌
助
店
以
前
に
町
田
家
が
出
し
た
店
は
、
す
べ
て
「
地
廻
り
荷
」
を
扱
う
川
辺
一
番
組
古
問
屋
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
初
め
て
板
材
木
問
屋
熊
野
問
屋
組
合
の
株
を
持
っ
た
こ
と
は
、
「
下
り
荷
」
の
扱
い
も
積
極
的
に
行
お
う
と
し
た
意
図
の
あ
ら
わ
れ
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
歌
助
店
に
つ
い
て
は
、
天
保
の
株
仲
間
解
散
中
の
間
の
こ
と
は
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
株
仲
間
再
興
時
の
板
材
木
問
屋
熊
野
問
屋
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
名
前
帳
に
は
名
前
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
「
深
川
嶋
崎
町
平
吉
地
借
町
田
屋
歌
助
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
慶
応
二
年
（一
ｪ
六
六
）
、
歌
助
は
本
八
丁
堀
二
丁
目
五
人
組
地
借
田
中
屋
万
右
衛
門
に
株
を
譲
り
渡
し
、
こ
の
段
階
で
歌
助
店
は
閉
店
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
二
）
江
戸
材
木
問
屋
の
口
銭
取
引
規
定
　
江
戸
市
場
に
お
け
る
材
木
の
流
通
経
路
は
、
山
方
荷
主
－
材
木
問
屋
－
材
木
仲
買
－
消
費
者
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
た
。
山
方
荷
主
と
江
戸
材
木
問
屋
と
の
問
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
山
方
荷
主
は
問
屋
に
販
売
を
委
託
し
、
問
屋
は
委
託
さ
れ
た
荷
物
を
仲
買
へ
販
売
し
、
そ
の
売
上
金
か
ら
口
銭
・
諸
掛
り
を
差
し
引
き
し
て
荷
主
へ
仕
切
金
を
支
払
う
と
い
う
し
く
み
で
あ
っ
た
。
　
こ
こ
で
は
、
実
際
の
仕
切
状
な
ど
を
見
て
い
く
前
に
、
江
戸
材
木
問
屋
に
よ
る
口
銭
・
諸
掛
り
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
江
戸
材
木
問
屋
の
・
銭
・
諸
掛
り
に
つ
い
て
は
島
田
鰻
氏
に
よ
る
蓮
の
研
究
が
あ
．
魏
・
江
戸
材
木
問
屋
の
中
で
唯
一
残
・
て
い
る
川
辺
蕃
組
高
屋
に
伝
来
し
た
史
料
の
翻
刻
が
『
江
戸
墓
兄
材
木
問
屋
組
合
正
華
に
収
め
ら
れ
て
い
る
・
そ
れ
の
史
料
の
分
析
か
ら
・
島
田
氏
が
明
ら
か
に
し
た
江
戸
材
木
問
屋
の
口
銭
・
諸
掛
り
の
定
型
に
つ
い
て
ま
と
あ
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
口
銭
・
諸
掛
り
は
、
挽
木
（
製
材
品
）
の
場
合
、
①
売
手
（
口
銭
）
、
②
取
減
、
③
椛
賃
（
屋
外
）
ま
た
は
蔵
敷
（
屋
内
）
④
上
金
替
の
四
要
素
か
ら
な
り
、
商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引
こ
の
中
で
「
売
手
」
が
狭
義
の
口
銭
で
あ
り
、
他
の
三
つ
が
諸
掛
り
で
、
取
減
は
数
量
の
減
失
補
償
、
上
金
替
は
両
替
手
数
料
だ
と
い
う
。
ま
た
、
筏
の
場
合
は
梯
賃
の
代
わ
り
に
揚
賃
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
島
田
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
以
下
で
は
『
江
戸
東
京
材
木
問
屋
組
合
正
史
』
に
載
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
研
究
に
使
用
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
川
辺
問
屋
規
定
の
中
に
出
て
く
る
仕
切
仕
法
の
事
例
を
と
り
あ
げ
紹
介
し
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
「
竪
川
筋
深
川
辺
二
住
居
致
、
炭
・
薪
其
外
都
而
奥
川
荷
物
重
二
取
扱
候
問
屋
共
」
が
中
心
に
な
っ
て
取
り
決
め
た
「
川
辺
問
屋
規
定
帳
」
と
い
う
表
題
の
規
約
の
中
に
の
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
表
2
は
、
そ
の
口
銭
．
諸
掛
り
な
ど
に
関
す
る
取
り
決
め
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
こ
の
時
の
仕
切
立
は
、
仕
切
金
の
計
算
を
す
る
時
に
金
一
両
を
銀
五
十
六
匁
で
換
算
し
、
端
銀
を
銭
時
相
場
よ
り
一
割
半
引
き
で
計
算
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
貨
幣
制
度
は
、
金
貨
・
銀
貨
・
銭
貨
が
併
用
さ
れ
る
三
貨
制
度
で
あ
り
、
材
木
の
取
引
は
金
建
て
、
口
銭
・
諸
掛
り
や
運
賃
な
ど
の
立
替
払
い
は
銀
建
て
、
ま
た
は
銭
建
て
で
支
払
い
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
口
銭
．
諸
掛
な
ど
を
銀
に
換
算
す
る
関
係
か
ら
、
「
金
は
銀
何
匁
」
か
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
公
定
相
場
は
金
一
両
1
1
六
十
匁
“
銭
四
貫
文
と
定
め
ら
れ
た
が
、
日
々
相
場
は
変
動
し
て
そ
の
計
算
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
材
木
問
屋
は
、
金
一
両
に
つ
き
五
十
六
匁
と
固
定
し
て
、
口
銭
取
引
の
簡
略
化
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
金
一
両
を
六
十
匁
の
レ
…
ト
で
換
算
す
る
の
に
比
べ
る
と
、
材
木
問
屋
に
と
っ
て
は
金
一
両
を
銀
五
十
六
匁
で
換
算
す
る
方
が
有
利
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
金
銀
相
場
を
利
用
し
て
出
た
差
益
が
問
屋
の
重
要
な
収
入
源
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
　
口
銭
・
諸
掛
り
は
、
①
奥
川
西
川
筋
、
②
諸
国
（
①
以
外
の
荒
川
・
利
根
川
上
流
域
の
河
川
輸
送
地
域
）
、
③
海
手
（
伊
豆
．
相
模
な
ど
の
海
上
輸
送
地
域
）
の
場
合
と
三
区
分
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
特
に
、
本
論
文
で
対
象
と
す
る
西
川
材
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
見
て
お
く
と
、
さ
ら
に
薪
荷
物
と
筏
荷
物
で
口
銭
の
額
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
薪
荷
物
口
銭
は
、
「
売
手
．
取
か
ん
銀
」
．
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表2　仕切仕法（天保10年）
荷物仕切立仕法
小判60目
銀56匁割
端銀銭時相場より1割半引
薪荷物ロ銭 金1両に付
売手取かん銀　3匁6分
当座地代　　　　　2分
奥川西川筋 新規増地代　　　　3分
〆　　　　4匁1分定
外に束物金1両に付銀3分ずっ
筏荷物 右口銭の外揚せん
金1両に付銀2匁ずっ受取
炭口銭 金1両に付
売手取かん銀　3匁6分
苫代　　　　　　　6分
縄代　　　　　　　3分
〆　　　4匁5分定
諸　　国
炭口銭 金1両に付
常陸茨城郡 売手取かん銀　4匁4分
新治郡 当座地代苫代　　　2分
行方郡 縄代
川内郡 〆　　　　4匁6分
運賃切賃　金1両に付銀8分ずっ定
薪荷物口銭 金1両に付
銀3匁6分定
但、端永銀52匁割
海　　手 端銀1匁に付鎌60文
薪揚置地代 金1両に付　　　　　　　銀2匁定
竹木板材木類 金1両に付　　　　　　　銀3匁6分定
筏荷物 口銭の外2匁ずっ増受取
仲買より 金1両に付
売ケ輪口銭 長木　　銀1匁6分ずっ
挽物　　　1匁ずっ
出典）「巳亥天保十年十月吉日川辺問屋規定帳」より作成
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「
当
座
地
代
」
・
「
新
規
増
地
代
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
売
手
と
は
純
粋
な
口
銭
で
、
取
か
ん
は
材
を
積
ん
だ
時
に
目
減
り
す
る
分
の
見
込
み
代
償
と
い
わ
れ
て
い
る
。
売
手
・
取
か
ん
は
、
一
両
（
五
十
六
匁
）
に
つ
き
三
匁
六
分
だ
か
ら
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
ま
た
、
「
当
座
地
代
」
・
「
新
規
増
地
代
」
は
、
店
の
前
の
川
岸
や
明
地
を
借
り
て
薪
荷
物
を
置
い
て
保
管
し
て
い
た
こ
と
か
ら
保
管
料
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
あ
わ
せ
る
と
、
口
銭
は
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
筏
荷
物
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
材
木
を
河
岸
揚
げ
す
る
時
に
か
か
る
「
揚
せ
ん
」
が
加
わ
り
、
薪
荷
物
よ
り
口
銭
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
　
い
っ
ぽ
う
、
も
う
一
つ
問
屋
の
収
入
と
し
て
は
、
仲
買
か
ら
と
る
「
売
ヶ
輪
口
せ
ん
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
材
木
問
屋
に
特
徴
的
な
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
寛
文
・
延
宝
期
に
問
屋
と
仲
買
が
分
離
し
た
時
に
材
木
問
屋
が
山
方
と
の
取
引
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
仲
買
は
い
な
が
ら
に
し
て
商
品
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
礼
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
制
度
だ
と
い
う
。
　
以
上
、
本
節
で
は
、
具
体
的
に
仕
切
状
な
ど
を
見
て
い
く
前
に
、
天
保
十
年
の
江
戸
材
木
問
屋
の
口
銭
・
諸
掛
り
の
規
定
の
事
例
を
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
西
川
材
の
取
引
手
続
き
　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
町
田
屋
歌
助
店
と
の
取
引
文
書
を
中
心
に
、
で
発
生
す
る
文
書
か
ら
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
西
川
材
が
江
戸
材
木
問
屋
の
手
に
渡
る
ま
で
の
流
れ
を
取
引
の
過
程
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①
送
り
状
　
筏
に
組
ま
れ
た
材
木
は
、
山
方
の
筏
乗
に
よ
っ
て
名
栗
川
－
入
間
川
－
荒
川
と
川
下
げ
さ
れ
江
戸
へ
運
ば
れ
る
。
旦
ハ
体
的
に
は
、
飯
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
河
原
で
赤
工
茂
八
や
野
田
仁
兵
衛
ら
の
よ
う
な
「
筏
中
継
業
者
」
と
呼
ば
れ
る
者
に
引
き
渡
さ
れ
、
千
住
ま
で
乗
り
下
げ
ら
れ
た
。
千
住
に
は
「
筏
宿
」
と
呼
ば
れ
る
廻
送
業
者
が
お
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
継
ぎ
変
え
ら
れ
、
隅
田
川
を
下
り
堀
割
を
通
っ
て
深
川
木
場
な
ど
の
材
木
問
屋
ま
で
送
ら
れ
た
。
　
筏
乗
人
は
、
ど
こ
の
材
木
問
屋
に
送
る
か
行
先
が
書
か
れ
た
山
方
荷
主
か
ら
の
送
り
状
を
持
ち
、
そ
れ
と
共
に
荷
物
を
届
け
た
。
送
り
状
と
は
、
送
っ
た
材
木
の
内
容
を
証
明
す
る
た
め
に
出
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
送
り
状
に
書
か
れ
た
店
以
外
に
持
っ
て
い
く
こ
と
は
厳
重
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
少
し
で
も
高
く
買
っ
て
く
れ
る
問
屋
を
探
し
て
、
宛
名
と
違
う
問
屋
に
持
っ
て
い
く
な
ど
の
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
為
が
現
実
は
横
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
江
戸
に
到
着
し
た
筏
は
、
送
り
状
と
照
合
さ
れ
、
過
不
足
が
な
い
か
改
め
を
受
け
、
運
賃
や
内
金
が
渡
さ
れ
る
。
次
に
、
歌
助
店
へ
宛
て
た
送
り
状
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
名
栗
の
本
家
町
田
瀧
之
助
か
ら
町
田
屋
安
助
店
へ
出
さ
れ
た
送
り
状
を
示
す
。
　
　
　
（
2
6
）
［
史
料
1
］
　
　
　
　
　
贈
り
状
之
事
　
　
　
　
需
　
　
　
一
、
俘
拾
弐
枚
也
　
　
　
　
野
田
仁
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
九
拾
八
本
　
　
　
　
　
杉
丸
太
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
本
　
　
　
　
　
檜
丸
太
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
本
　
　
　
　
　
切
杉
344
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七
拾
四
東
　
　
内
三
拾
四
束
八
拾
束
杉
大
貫
六
〆
　
　
　
せ
な
し
杉
皮
六
〆
　
　
　
〆
　
　
　
右
之
通
り
荷
物
相
贈
り
候
間
、
着
節
御
改
御
請
取
可
被
成
候
、
以
上
　
　
　
　
亥
七
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
栗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
瀧
之
助
㊥
（
武
州
名
栗
・
金
銀
不
用
・
㊤
・
新
館
）
　
　
　
　
　
　
　
深
川
木
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
屋
安
助
殿
　
ま
ず
、
筏
荷
物
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
筏
の
単
位
は
、
一
双
が
一
番
大
き
い
単
位
で
、
ふ
り
、
枚
と
続
く
。
筏
一
双
は
、
お
お
よ
そ
二
八
〇
～
三
〇
〇
本
位
の
材
か
ら
な
り
、
一
ふ
り
は
四
〇
～
五
〇
本
、
一
枚
は
一
五
本
位
か
ら
な
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
筏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
一
双
は
、
二
十
四
枚
に
相
当
し
、
大
き
さ
は
幅
四
間
（
七
・
ニ
メ
ー
ト
ル
）
、
長
さ
二
〇
間
（
三
十
六
メ
ー
ト
ル
）
位
だ
っ
た
と
い
う
。
筏
の
上
に
は
、
史
料
に
あ
る
よ
う
に
「
杉
大
貫
」
と
い
っ
た
製
材
品
や
「
杉
皮
」
な
ど
の
上
荷
が
載
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
貫
と
は
小
幅
板
の
こ
と
で
、
大
貫
・
中
貫
・
三
寸
貫
・
小
貫
な
ど
の
種
類
が
あ
っ
た
。
上
荷
の
数
量
の
数
え
方
は
、
例
え
ば
「
杉
大
貫
六
〆
」
と
あ
る
が
、
杉
大
貫
六
枚
で
「
束
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
種
類
・
規
格
の
上
荷
は
束
と
い
う
単
位
で
数
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
せ
な
し
」
と
あ
る
の
は
、
上
荷
の
等
級
を
示
し
て
お
り
、
ほ
か
に
赤
身
・
節
な
し
な
ど
の
区
別
が
あ
っ
た
。
　
こ
の
送
り
状
に
は
、
筏
数
量
（
十
二
枚
）
と
そ
の
内
訳
、
筏
乗
人
の
名
前
（
「
野
田
仁
兵
衛
」
）
・
差
出
人
・
届
け
先
（
荷
受
け
人
）
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
荷
物
が
到
着
次
第
改
め
、
受
け
取
る
よ
う
に
と
の
文
言
が
入
っ
て
い
る
。
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②
仮
水
揚
　
筏
が
江
戸
材
木
問
屋
に
着
く
と
送
り
状
に
明
記
さ
れ
た
内
容
と
実
際
の
材
木
種
類
・
数
量
が
改
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
出
さ
れ
る
の
が
、
「
仮
水
揚
」
ま
た
は
「
覚
」
と
い
う
表
題
の
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
こ
こ
で
は
一
括
し
て
仮
水
揚
と
読
ん
で
お
く
。
筏
の
数
量
、
そ
の
内
訳
、
上
乗
人
の
人
名
が
記
さ
れ
、
問
屋
が
間
違
い
な
く
筏
荷
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
山
方
荷
主
に
報
告
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
時
に
荷
物
の
過
不
足
や
不
良
品
が
あ
っ
た
ら
こ
こ
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
こ
れ
に
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
に
運
賃
を
立
替
払
い
し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
た
。
　
こ
こ
で
、
例
に
あ
げ
る
の
は
、
町
田
屋
歌
助
店
か
ら
新
館
（
町
田
本
家
）
へ
送
ら
れ
た
仮
水
揚
で
あ
る
。
　
　
（
2
8
）
［
史
料
2
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
一
、
筏
弐
枚
　
　
　
　
　
　
　
調
印
　
　
　
　
　
内
わ
け
弐
拾
弐
本
四
本
八　六
束束
　
　
壱
本
内　
　
壱
本内
杉
小
丸
太
栗
角
ニ
ノ
四
寸
丈
ノ
四
寸
丈
三
五
分
杉
中
貫
八
〆
同
三
寸
貫
十
二
〆
四
束
せ
な
し
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壱
束
十
壱
〆
弐
束
　
　
杉
八
分
せ
　
　
　
　
　
六
寸
十
〆
　
内
壱
束
五
寸
十
二
〆
　
　
〆
　
一
弐
百
廿
四
文
　
千
住
の
り
　
一
金
弐
朱
也
　
　
上
乗
金
　
一
金
壱
両
壱
分
　
内
金
渡
右
之
通
内
金
御
渡
し
申
上
候
、
已
上
四
月
十
七
日
町
田
屋
歌
助
㊥
（
深
川
亥
ノ
堀
・
㊤
・
町
歌
）
　
　
新
館
様
　
こ
れ
に
は
、
筏
二
枚
を
受
け
取
っ
た
旨
と
、
千
住
の
り
・
上
乗
金
（
運
賃
）
と
内
金
が
渡
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
運
賃
は
、
最
終
的
に
は
山
方
荷
主
の
負
担
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
材
木
問
屋
が
立
て
替
え
て
支
払
っ
て
い
た
。
運
賃
は
、
こ
こ
で
は
、
「
千
住
の
り
・
上
乗
金
」
の
二
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
天
保
期
の
筏
一
双
の
運
賃
の
標
準
は
、
千
住
乗
二
貫
七
百
文
、
上
乗
金
347
　
　
　
　
　
（
2
9
）
二
分
で
あ
っ
た
。
上
乗
金
は
山
方
か
ら
千
住
ま
で
、
千
住
乗
り
は
千
住
か
ら
江
戸
の
材
木
問
屋
ま
で
か
か
っ
た
運
賃
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
細
か
く
は
「
上
乗
金
・
千
住
乗
り
・
堀
乗
」
の
三
つ
に
分
け
て
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
・
癖
ま
た
・
運
賃
の
額
は
・
千
住
゜
浅
草
゜
深
川
と
材
木
問
屋
の
店
が
あ
る
場
所
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
浅
草
A
ユ
　
の
栄
助
や
藤
田
屋
喜
助
に
送
ら
れ
た
筏
一
双
の
運
賃
は
、
千
住
乗
九
〇
〇
文
、
上
乗
二
分
と
い
う
場
合
が
多
く
・
深
川
ま
で
の
運
賃
よ
り
安
か
・
癖
　
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
内
金
一
両
一
分
」
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
内
金
と
は
仕
切
前
に
支
払
わ
れ
る
見
込
み
金
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
来
、
山
方
荷
主
側
は
、
最
初
は
無
条
件
で
材
木
の
販
売
を
問
屋
に
委
託
し
て
い
た
が
、
次
第
に
な
る
べ
く
多
く
の
内
金
を
支
払
・
て
く
れ
る
問
屋
と
取
引
を
行
う
よ
う
に
な
・
た
り
、
指
し
値
で
販
売
を
委
託
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
砲
・
こ
の
史
料
以
外
の
町
田
家
文
書
中
の
仮
水
揚
や
仕
切
状
で
も
、
仕
切
前
に
内
金
が
払
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
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③
仕
切
状
　
仮
水
揚
を
出
し
た
後
、
問
屋
は
材
木
を
売
り
捌
く
と
売
上
金
の
中
か
ら
口
銭
・
諸
掛
り
、
運
賃
や
内
金
な
ど
を
差
し
引
い
て
仕
切
金
を
渡
す
。
そ
の
明
細
が
書
か
れ
た
の
が
仕
切
状
で
あ
る
。
　
次
に
示
す
史
料
は
、
［
史
料
2
］
で
見
た
四
月
に
水
揚
げ
し
た
筏
の
仕
切
状
で
あ
る
。
仕
切
は
二
ヶ
月
後
の
六
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
に
は
「
直
仕
切
覚
」
と
い
う
表
題
の
仕
切
状
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
水
揚
げ
後
数
日
で
仕
切
が
行
わ
れ
た
場
合
に
出
さ
れ
る
も
　
　
　
（
3
3
）
の
だ
っ
た
。
　
　
　
（
3
4
）
［
史
料
3
］
　
　
　
　
仕
切
　
　
　
未
ノ
四
月
十
二
日
入
商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引
一
筏
弐
枚
也
　
　
　
　
　
　
　
岡
印
黒
も
の
　
　
内
訳
　
武
拾
弐
本
　
　
　
　
杉
丸
太
　
　
　
　
代
金
三
分
也
　
四
本
　
　
　
　
　
　
栗
角
　
　
内
　
　
弐
本
　
ニ
ノ
四
寸
代
　
六
匁
弐
分
弐
厘
　
　
十
八
本
か
へ
　
　
壱
本
丈
ノ
四
寸
代
壱
匁
八
分
六
厘
　
　
三
拾
本
か
へ
　
　
壱
本
　
同
三
五
分
代
壱
匁
弐
分
四
厘
　
　
四
拾
五
本
か
へ
　
　
六
束
　
　
　
　
　
杉
中
貫
八
〆
　
　
　
　
（
中
略
）
　
〆
金
壱
両
三
分
ト
　
　
　
　
　
弐
匁
六
分
壱
厘
　
内
一
弐
百
廿
四
文
　
　
　
　
　
　
　
千
住
の
り
（
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
は
史
料
2
に
対
応
）
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一
金
弐
朱
也
　
圃
矧
幽
［
金
壱
両
壱
分
也
一
拾
匁
六
厘
　
小
以
　
〆
金
壱
両
弐
分
ト
　
　
　
　
　
　
　
五
匁
三
分
差
引
　
〆
拾
壱
匁
三
分
壱
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
り
右
之
通
御
荷
物
仕
切
銀
相
渡
此
表
無
出
入
勘
定
相
済
申
候
、
上
乗
金
右
内
金
口
せ
ん
已
上
350
天
保
六
未
年
　
　
　
　
六
月
町
田
屋
歌
助
㊥
（
深
川
亥
ノ
堀
・
㊤
・
町
歌
）
町
田
栄
次
郎
殿
材
木
の
本
数
の
左
側
に
小
さ
く
た
と
え
ば
「
十
八
本
か
へ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
一
両
に
つ
き
何
本
か
え
と
い
う
表
示
で
あ
る
。
　
筏
二
枚
の
売
上
代
金
が
一
両
三
分
と
二
匁
六
分
一
厘
で
、
口
銭
・
運
賃
・
内
金
を
合
わ
せ
た
額
一
両
二
分
と
五
匁
三
分
が
そ
こ
か
ら
差
し
引
か
れ
、
残
銀
十
一
匁
三
分
一
厘
が
最
終
的
に
歌
助
か
ら
栄
次
郎
に
支
払
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
山
方
荷
主
の
収
入
は
、
先
に
支
払
っ
て
い
た
内
金
と
残
銀
を
合
わ
せ
た
額
一
両
一
分
と
銀
十
一
匁
三
分
一
厘
で
あ
っ
た
。
一
方
、
問
屋
の
利
益
を
見
て
お
く
。
こ
の
時
の
口
銭
は
、
十
匁
六
厘
で
売
上
代
金
の
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
諸
掛
り
な
ど
も
含
ま
れ
た
額
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
史
料
で
は
、
「
売
手
」
・
「
揚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
椛
賃
」
な
ど
口
銭
の
中
身
が
分
け
て
別
々
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
　
こ
う
し
て
仕
切
が
済
む
と
、
上
名
栗
村
本
家
か
ら
江
戸
へ
遣
わ
さ
れ
た
者
や
筏
中
継
業
者
な
ど
に
仕
切
金
は
託
さ
れ
て
名
栗
に
送
ら
れ
（
津
ナ
商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引
お
わ
り
に
　
以
上
、
町
田
家
の
江
戸
出
店
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
町
田
屋
歌
助
店
と
の
取
引
を
事
例
と
し
て
、
西
川
材
取
引
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
文
書
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
山
方
と
江
戸
材
木
問
屋
と
の
取
引
の
流
れ
の
具
体
的
な
様
相
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
最
後
に
、
材
木
（
商
品
）
・
代
金
の
流
れ
と
そ
の
や
り
と
り
で
発
生
し
た
文
書
の
流
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
仮
水
揚
や
仕
切
状
な
ど
が
蓄
積
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
は
転
記
さ
れ
て
取
引
先
別
に
水
揚
帳
・
仕
切
帳
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
取
引
相
手
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
帳
簿
を
集
約
し
た
水
揚
帳
・
仕
切
帳
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
仲
買
と
の
間
で
は
「
万
売
帳
」
と
い
う
帳
面
が
作
成
さ
れ
た
。
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図2　近世材木流通経路　一荷物・代金と取引文書の流れ一
i　　①送り状
i
材木 材木 材木
山
方
荷
主
材
木
問
屋
材
木
仲
買
消
費
者皮銀＋代金 代金
i　：
　　　　　　仕切金
@　　（売上金一口銭・諸掛）
｣　　　　　　　　　……
奄堰@　②仮水揚　　　ii　　　　曽　　　’”r　　　　　　’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
：
　　　　③仕切状　　　　集約
　　　　　　　　　　　　　⑱
仕切麟1先ごと＞
　　　　　　　　　　　　集約
　
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
仕
切
帳
な
ど
の
帳
簿
の
分
析
や
取
引
文
書
と
帳
簿
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
仲
買
と
の
間
で
は
ど
の
よ
う
な
文
書
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註
（
1
）
　
「
武
蔵
国
秩
父
郡
上
名
栗
村
町
田
家
文
書
」
は
、
学
習
院
大
　
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
整
理
が
終
わ
っ
た
部
分
に
　
つ
い
て
は
、
『
武
蔵
国
秩
父
郡
上
名
栗
村
町
田
家
文
書
（
一
）
・
　
（
二
）
・
（
三
）
・
（
四
）
・
（
五
）
』
（
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
目
録
　
第
八
・
九
・
十
一
・
十
三
・
十
六
号
、
一
九
八
六
年
・
一
九
八
八
　
年
・
一
九
九
二
年
・
一
九
九
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
論
　
文
で
は
、
こ
の
史
料
を
以
下
引
用
す
る
と
き
は
「
町
田
（
町
田
家
　
文
書
の
略
）
番
号
」
と
す
る
。
ま
た
、
目
録
未
収
載
分
に
つ
い
て
　
は
、
現
段
階
で
の
整
理
番
号
で
あ
ら
わ
す
。
（
2
）
　
山
中
清
孝
『
近
世
武
州
名
栗
村
の
構
造
』
（
名
栗
村
教
育
委
　
員
会
、
一
九
八
一
年
）
。
（
3
）
　
加
藤
衛
拡
（
a
）
「
江
戸
地
廻
り
山
村
の
豪
農
経
営
－
武
州
　
西
川
町
田
家
を
中
心
と
し
て
ー
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
　
要
」
昭
和
六
十
一
年
度
、
一
九
八
六
年
）
、
同
（
b
）
『
山
村
経
済
　
の
史
的
構
造
－
武
州
西
川
林
業
地
域
の
分
析
1
』
（
筑
波
大
学
博
　
士
（
農
学
）
学
位
論
文
、
一
九
九
四
年
）
。
（
4
）
　
拙
稿
「
近
世
西
川
地
方
に
お
け
る
山
方
荷
主
町
田
家
の
江
戸
　
材
木
問
屋
経
営
－
文
政
期
の
深
川
へ
の
出
店
を
中
心
に
ー
」
（
『
学
　
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
5
、
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
科
、
　
一
九
九
六
年
）
。
（
5
）
　
仕
切
状
な
ど
商
取
引
文
書
の
基
本
的
な
形
式
な
ど
に
つ
い
て
　
古
文
書
学
的
見
地
か
ら
紹
介
し
た
も
の
に
作
道
洋
太
郎
「
取
引
・
　
証
文
・
経
営
・
帳
簿
」
（
『
古
文
書
学
講
座
七
近
世
H
』
雄
山
閣
、
　
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。
（
6
）
　
斎
藤
善
之
氏
や
曲
田
浩
和
氏
に
よ
っ
て
海
運
史
料
論
に
お
け
　
る
仕
切
状
論
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
知
多
半
島
歴
史
　
研
究
の
十
年
』
（
日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
総
合
研
究
所
、
一
九
　
九
八
年
、
一
四
八
～
一
五
〇
頁
）
。
　
　
ま
た
、
実
際
に
仕
切
状
を
使
っ
た
研
究
と
し
て
、
原
直
史
『
日
　
本
近
世
の
地
域
と
流
通
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
三
〇
　
五
～
三
五
七
頁
）
が
あ
る
。
干
鰯
問
屋
の
浜
方
と
の
仕
切
状
を
考
　
察
し
、
問
屋
・
浜
方
関
係
の
見
直
し
や
取
引
の
構
造
な
ど
を
明
ら
　
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
視
点
に
本
稿
は
多
く
を
学
ん
で
い
　
る
が
、
今
回
は
材
木
取
引
の
流
れ
を
追
う
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
ま
　
で
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
7
）
　
現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
分
で
あ
り
、
今
後
、
整
理
が
進
め
　
ば
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
年
代
が
確
定
で
き
な
　
い
も
の
が
多
い
が
、
町
田
家
の
江
戸
進
出
後
の
寛
政
期
以
降
、
文
　
化
～
天
保
期
の
仕
切
状
類
が
大
部
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
（
8
）
　
島
田
錦
蔵
「
川
辺
壱
番
組
古
問
屋
組
合
文
書
と
江
戸
材
木
市
　
場
」
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
昭
和
五
一
年
度
、
　
一
353
　
九
七
六
年
）
な
ど
。
（
9
）
　
川
辺
一
番
組
古
問
屋
は
、
享
保
年
間
に
大
岡
越
前
守
よ
り
名
　
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
木
場
に
｝
株
を
持
ち
角
物
・
榑
木
な
ど
材
　
木
を
扱
え
る
と
い
う
川
辺
問
屋
の
中
で
も
特
権
的
な
存
在
だ
っ
た
。
（
1
0
）
　
町
田
五
四
ー
一
、
五
四
－
四
な
ど
（
1
1
）
　
町
田
六
六
ー
一
五
、
六
六
－
一
〇
な
ど
（
1
2
）
　
町
田
六
五
－
三
（
1
3
）
　
町
田
X
う
1
一
〇
八
な
ど
。
町
田
屋
太
助
は
、
町
田
家
の
系
　
図
に
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
、
太
助
が
上
名
栗
村
の
栄
次
郎
に
　
出
し
た
書
状
の
宛
先
が
「
御
尊
父
様
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
栄
　
次
郎
と
親
子
関
係
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
確
か
な
こ
　
と
は
不
明
で
あ
る
。
（
1
4
）
　
町
田
六
四
ー
三
な
ど
（
1
5
）
　
『
新
修
荒
川
区
史
』
（
荒
川
区
役
所
、
一
九
五
五
年
）
五
四
　
二
～
五
四
四
頁
。
（
1
6
）
　
島
田
錦
蔵
「
幕
藩
体
制
下
の
江
戸
材
木
商
の
商
体
」
（
二
）
　
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
平
成
五
年
度
、
一
九
九
五
　
年
）
八
一
～
八
二
頁
。
（
1
7
）
　
註
（
3
）
加
藤
前
掲
論
文
（
b
）
一
六
六
頁
。
（
1
8
）
　
町
田
①
と
ー
五
六
－
十
七
（
1
9
）
　
註
（
8
）
島
田
前
掲
論
文
四
五
頁
。
（
2
0
）
　
嘉
永
四
年
「
諸
問
屋
名
前
帳
」
（
旧
幕
府
引
継
書
）
（
2
1
）
　
註
（
8
）
島
田
前
掲
論
文
、
同
「
幕
藩
体
制
下
の
江
戸
材
木
　
の
商
体
」
（
一
）
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
平
成
五
年
　
度
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。
（
2
2
）
　
島
田
錦
蔵
『
江
戸
東
京
材
木
問
屋
組
合
正
史
』
（
大
日
本
山
　
林
会
、
昭
和
五
一
年
）
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
川
辺
一
番
組
古
問
屋
　
の
史
料
だ
け
で
、
江
戸
材
木
問
屋
全
般
に
つ
い
て
言
及
で
き
る
わ
　
け
で
は
な
い
が
、
類
推
は
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
　
『
江
戸
東
京
材
木
問
屋
組
合
正
史
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
史
料
の
　
ほ
と
ん
ど
は
、
装
丁
が
崩
れ
て
い
る
帳
面
で
、
乱
丁
が
復
元
さ
れ
　
て
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
年
代
等
の
混
乱
も
見
ら
れ
、
利
　
用
に
は
十
分
注
意
を
要
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
（
2
3
）
　
「
神
田
川
川
辺
問
屋
規
定
帳
」
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
）
。
　
こ
の
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
曲
田
浩
和
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
　
史
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
（
2
4
）
　
註
（
3
）
加
藤
前
掲
論
文
（
b
）
二
六
四
頁
。
（
2
5
）
　
町
田
四
八
ー
二
五
（
2
6
）
　
町
田
六
三
－
二
一
四
（
2
7
）
　
『
飯
能
市
史
』
資
料
編
民
俗
W
（
飯
能
市
、
一
九
八
三
年
）
　
三
五
～
四
一
頁
。
（
2
8
）
　
町
田
⊥
ハ
三
－
二
二
一
二
354
A32
）
A　　　　　　A313029
）　　）　　）
町
田
六
三
ー
一
六
四
町
田
六
三
－
一
五
一
町
田
六
三
－
一
九
〇
、
六
三
－
一
七
二
註
（
2
1
）
島
田
前
掲
論
文
一
五
四
～
一
五
五
頁
。
A36
）
A　　A　　　353433
）　　）　　）
町
田
六
三
－
二
四
・
二
五
な
ど
町
田
六
三
－
七
町
田
六
三
－
三
三
な
ど
註
（
3
）
加
藤
前
掲
論
文
（
b
）
二
五
二
～
二
五
四
頁
。
（
付
記
）
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
加
藤
衛
拡
氏
、
曲
田
浩
和
氏
に
は
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
商取引文書から見た山方荷主町田家の西川材取引
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